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鄭和の大航海

　西暦1405年から1433年にかけて、中国の明朝皇帝は七回にわたって大船隊を世界に派遣し、各国との新しい外交関係と貿易関係を確立した。この雄大な計画を実施したのは、当時の外交･通商大臣であり、偉大なる航海家――鄭和であった。性格が穏やかで英知に溢れる鄭和は、広大な海洋で想像もできない無数の困難を乗り越え、友好的な外交手段によって世界の海上貿易を繁栄させた。彼の大航海は、人類の交流が陸上から海上へと移転し、交流の媒体がユーラシア大陸から海上へと移転したことを意味するもので、世界文明史における一里塚としての意義がある。鄭和は、15世紀に海洋を征服して新世界を発見した偉大な先駆者であり、平和の使者でもある。
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